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KAGOSHIMA

鹿児島県の導入事例07
1
実
装
経
営
の
概
要

（
畜
産
Ｄ
Ｘ
技
術
の
導
入
前
）

⑴
実
装
経
営
の
所
在
地

鹿
児
島
県
曽
於
市
大
隅
町

⑵
経
営
形
態・規
模

昭
和
46
年
養
豚
経
営
を
開
始
し
、昭
和
60
年

に
法
人
化

現
在
家
族
４
名
、従
業
員
９
名
で
経
営

養
豚
一
貫
経
営
で
母
豚
５
０
０
頭
、肥
育
豚

出
荷
頭
数
１
１
，０
０
０
頭
／
年

エ
コ
フ
ィ
ー
ド
を
利
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
配
合

飼
料
や
養
豚
施
設
の
維
持・補
修
を
自
ら
行
い
生

産
費
を
節
減
す
る
こ
と
で
、高
い
収
益
性
を
実
現

⑶
実
装
経
営
の
推
移

⑷
実
装
経
営
の
飼
養
頭
数・労
働
力・生
産
性

⑸
経
営
の
特
徴

（
ア
） エ
コ
フ
ィ
ー
ド
を
利
用
し
た
自
社
オ
リ

ジ
ナ
ル
配
合
飼
料　

（
イ
） 豚
舎
等
の
修
理・建
設
を
自
ら
行
い
経

費
節
減

（
ウ
） オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド「
か
ご
し
ま
美

味
豚
」

実装経営の推移
年月 経営の推移 規模

昭和46年4月 養豚経営開始 種雌豚10頭
昭和52年4月 養豚一貫経営開始 40頭
昭和60年11月 法人化（有限会社） 180頭
昭和63年～
平成9年

資金活用により汚水処理施設、
豚舎を増設 270頭

平成11年4月 後継者就農 〃
平成12年 堆肥舎整備 〃

平成15年 共同汚水処理施設
（複合ラグーン）整備 350頭

平成26年1月 自家配合飼料主体へ移行 460頭
令和3年10月末 子豚・肥育豚常時6,600頭 500頭

実装経営の飼養頭数・労働力・生産性

区分
種豚 繁殖候補豚 子豚

（哺乳）
肥育豚

（離乳後）雌 雄 雌 雄
平　　均 498.2 31.2 64.5 0.0 1,046.5 5,440.0
期　　首 491 32 70 0 987 5,532
期　　末 513 30 65 0 1,272 5,918
出　　荷 0 0 0 11,389
死亡廃用 202 14 1,000 829

区分 経営主との続柄 年齢 担当部門

構成員
（家族）

本人 44 全体管理
妻 一 飼養管理（分娩舎）
父 71 豚舎等の修理、建設
母 一 事務・経理

従業員 9人 一 飼養管理

項目 単位 成績

繁
殖

年間平均分娩回数 回 2.3

1 腹あたり
分娩頭数 頭 13.5
哺乳開始頭数 頭 12.5
離乳頭数 頭 11.1

離乳時育成率 % 88.9

肥
育

飼育日数 日 190
1日平均増体重 Kg 0.66
平均枝肉重量 Kg 72.1
対出荷頭数事故率 % 7.3

実装
畜産ＤＸ

技術
株式会社�Eco-Pork�Porker
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2
導
入
畜
産
Ｄ
Ｘ
技
術
の
概
要
と

導
入
に
至
っ
た
経
緯

⑴
導
入
畜
産
Ｄ
Ｘ
技
術

（
ア
）Ｄ
Ｘ
技
術　

　
　

 Porker
：
養
豚
経
営
支
援
シ
ス
テ
ム

（
株
式
会
社 Eco-Pork

）　

（
イ
）技
術
の
概
要

　
　

 Porker

は
繁
殖
～
肥
育
、出
荷
成
績

の
記
録
を一元
管
理
し
、養
豚
場
の
成

績
改
善
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
。デ
ー
タ
課
題
の
特
定
や
計
画
の

策
定
や
作
業
管
理
に
活
用
で
き
、生

産
性
向
上
や
省
力
化
に
つ
な
が
る
。

国
内
シ
ェ
ア
約
11
％（
母
豚
数
換
算 

２
０
２
３
年
10
月
現
在
）、１
０
０
を
超

え
る
農
場
に
導
入
実
績
が
あ
る
。

　
特
徴
①　
手
書
き
か
ら
デ
ジ
タ
ル
で
省
力
化

　

 　
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
で
現
場
入
力
が

可
能
で
あ
る
。事
務
所
で
の
転
記
作
業
を

無
く
す
こ
と
で
記
録
時
間
の
大
幅
短
縮
に

つ
な
が
り
入
力
作
業
を
省
力
化
で
き
る
。

　
特
徴
②　
豊
富
な
分
析
機
能
で
課
題
を
発
見

　

 　
生
産
性
の
低
い
母
豚
の
抽
出
や
、肥
育

豚
の
事
故
の
要
因
な
ど
、分
析
機
能
が
充

実
し
て
い
る
お
り
、例
え
ば
産
次
や
ロ
ッ

ト
、事
故
死
因
別
と
い
っ
た
分
析
軸
で
も

課
題
を
発
見
で
き
る
。

　

 　
ま
た
、ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
の
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
機
能
に
よ
り
、ユ
ー
ザ
ー
が
見
た
い
表

や
グ
ラ
フ
を
自
由
に
配
置
で
き
る
た
め
、

農
場
毎
の
課
題
に
合
わ
せ
た
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
に
も
活
用
可
能
。

特
徴
③　

�

ク
ラ
ウ
ド
型
で
情
報
共
有
が
容
易
、

常
に
最
新
バ
ー
ジ
ョ
ン

　

 　

全
て
の
デ
ー
タ
は
ク
ラ
ウ
ド
に
保
存
さ

れ
、ど
ん
な
端
末
で
も
、最
新
デ
ー
タ
が
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
確
認
で
き
る
。機
能
の
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
も
す
ぐ
に
反
映
さ
れ
る
の
で
常
に
最

新
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
使
え
る
。

特
徴
④　
各
種
セ
ン
サ
ー
と
の
連
携

　

 　
豚
舎
内
に
設
置
し
た
温
湿
度
セ
ン
サ
ー
、

Ｃ
Ｏ
２
セ
ン
サ
ー
な
ど
各
種
セ
ン
サ
ー
と
連

携
し
、Porker

上
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
操
作

が
で
き
る
。ア
ラ
ー
ト
機
能
付
き
で
、異
常

発
生
時
に
は
メ
ー
ル
で
通
知
が
く
る
た
め
、

迅
速
な
対
応
に
つ
な
が
る
。

特
徴
⑤　
充
実
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

　

 　
農
場
専
任
の
担
当
者
が
つ
く
の
で
、操
作

の
疑
問
や
不
具
合
に
は
す
ぐ
に
対
応
で
き

る
。オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
打
ち
合
わ
せ
や
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
も
あ
り
、安
心
し
て
使
い
続
け
る

体
制
が
整
っ
て
い
る
。

⑵
導
入
の
経
緯

鹿
児
島
県
畜
産
協
会（
以
下
協
会
）が
実
施

し
て
い
る
経
営
診
断
に
お
い
て
、実
装
農
場
は

従
来
繁
殖
部
門
の
成
績
は
良
好
で
、県
内
他
経

営
と
比
較
し
て
も
母
豚
１
腹
あ
た
り
の
子
豚

生
産
頭
数
が
多
い
ほ
う
で
あ
っ
た
。

一
方
で
、肥
育
豚
の
事
故
率
が
高
く
、そ
の

要
因
と
し
て
子
豚
の
生
存
率
が
高
い
反
面
、

離
乳
か
ら
育
成
期
の
飼
養
密
度
が
高
い
こ
と

と
考
え
ら
れ
て
い
た
。経
営
主
と
し
て
は
、母

豚
の
繁
殖
能
力
、哺
乳
能
力
を
正
確
に
把
握

し
、適
正
な
選
抜・淘
汰
を
行
い
最
適
な
飼
養

頭
数
を
把
握
す
る
た
め
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
記
帳
記
録
に
よ
る
経
営
支
援
シ
ス
テ
ム

が
必
要
と
考
え
て
い
た
。２
０
２
１
年
１
月
に

飼
料
会
社
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
際
、

「Porker

」の
説
明
を
受
け
、２
０
２
１
年
３

月
に
同
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、２
０
２
１
年
４

月
か
ら
本
格
稼
働
し
た
。そ
の
際
、初
期
の
母

豚
デ
ー
タ
の
入
力
に
関
し
て
は
メ
ー
カ
ー
が

対
応
し
、一
部
交
配
イ
ベ
ン
ト
の
入
力
で
分
か

ら
な
い
点
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
か
ら
、経
営
主

の
要
望
に
よ
り
、メ
ー
カ
ー
が
マ
ニュ
ア
ル
動
画

（Youtube

）を
作
成
し
て
い
る
。

（右） デジタル分娩野帳。タッチペンを利用し手書き
感覚で文字入力が可能　

（左）スマホ対応で誰でも簡単に使える
廃用候補確認の画面。
生産性の低い母豚を見える化

環境モニタリングボード画面
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3
Ｄ
Ｘ
技
術
導
入
前
後
の

農
場
成
績
比

⑴
労
働
生
産
性
の
推
移

実
装
農
場
の
労
働
生
産
性
は
も
と
も
と
高
水

準
に
あ
る
が
、購
入
飼
料
費
を
要
因
と
す
る
原

価
の
増
加
に
よ
り
、収
益
は
減
少
し
て
い
る
。

⑵
繁
殖
成
績（
種
雌
豚
１
頭
あ
た
り
）の
推
移

繁
殖
成
績
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る

が
、離
乳
育
成
率
が
年
々
向
上
し
て
い
る
。

⑶
肥
育
成
績
の
推
移

増
体
量
、枝
肉
単
価
が
向
上
し
て
い
る
。飼

養
密
度
の
見
直
し
な
ど
で
、事
故
率
は
令
和
３

年
か
ら
は
低
減
し
て
い
る
。

⑷
収
益
性
の
推
移

豚
枝
肉
取
引
価
格
が
堅
調
な
こ
と
か
ら
、売

上
が
増
加
し
て
い
る
。配
合
飼
料
価
格
等
の
上

昇
に
よ
る
生
産
原
価
が
増
加
し
て
い
る
も
の

の
、経
常
利
益
は
向
上
し
て
い
る
。

生
産
費
用
に
占
め
る
Ｄ
Ｘ
技
術
の
割
合
は

約
０
．２
％
で
，設
備
投
資
が
不
要
な
こ
と
か

ら
、利
用
コ
ス
ト
は
極
め
て
低
く
、活
用
が
進

め
ば
費
用
対
効
果
は
大
き
い
も
の
と
推
測
さ

れ
る
。

図1　就業１時間あたり労働生産性の推移 
※農林水産業： 主要産業の名目労働生産性（公益社団法人日本生産性本部） 

R4は未公表

図2　種雌豚１頭あたりの主な繁殖成績の推移

図3　肥育成績の推移

図4　収益性の推移
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4　　　　　　　　　　　
畜
産
Ｄ
Ｘ
技
術
導
入
の
評
価�

実
装
し
た
Ｄ
Ｘ
技
術

は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た

経
営
支
援
シ
ス
テ
ム
で
、

初
期
費
用
、ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
と
も
、実
装

農
場
の
生
産
費
用
に
占

め
る
割
合
は
低
い
。本

シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
よ

り
、農
場
の
ベ
ン
チ
マ
ー

キ
ン
グ
が
可
能
に
な
れ

ば
、経
営
主
が
要
望
す

る
高
能
力
種
雌
豚
の
効

率
的
な
保
留
、低
能
力

種
雌
豚
の
適
切
な
淘
汰

が
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

最
終
的
に
は
肉
豚
出
荷

頭
数
の
増
に
よ
り
費
用

対
効
果
は
高
い
と
評
価

で
き
る
。

5　　　　　　　　　　　
今
後
の
課
題

本
技
術
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、タ
ブ
レ
ッ
ト

等
、情
報
通
信
機
器
を
あ
る
程
度
使
い
こ
な
す

こ
と
が
前
提
と
な
る
。ま
た
、実
装
農
場
の
よ

う
に
家
族
労
働
４
人
、従
業
員
９
人
が
い
る
場

合
、家
族
労
働
で
２
人
、従
事
者
９
人
全
員
が

使
い
こ
な
せ
る
こ
と
が
理
想
で
あ
る
が
、現
段

階
で
は
使
用
者
は
家
族
労
働
の
繁
殖
責
任
者

１
人
で
あ
り
、Porker

の
す
べ
て
の
機
能
を
使

い
こ
な
せ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

一方
で
本
シ
ス
テ
ム
で
は
、交
配
種
雄
豚
情
報

や
交
配
し
た
時
間
な
ど
、経
営
者
に
よ
っ
て
は

入
力
す
る
必
要
の
な
い
情
報
も
多
く
網
羅
さ

れ
て
お
り
、使
用
者
で
入
力
環
境
に
合
わ
せ
、

機
能
を
取
捨
選
択
し
、よ
り
効
率
的
に
使
用
で

き
る
よ
う
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

畜
産
Ｄ
Ｘ
技
術
を
導
入
す
る
だ
け
で
は
、十

分
な
費
用
対
効
果
は
得
ら
れ
な
い
。ま
た
、パ

ソ
コ
ン
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
利
用
す
る
シ

ス
テ
ム
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
あ
る
程
度
使
い
こ
な
し
て

い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

一方
で
、家
族
経
営
に
お
け
る「
家
族
」、「
従

業
員
」に
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
習
熟
、シ
ス
テ
ム
の
使

用
頻
度
に
は
差
が
あ
り
、結
果
シ
ス
テ
ム
の
利

用
程
度
に
も
差
が
生
じ
る
。

さ
ら
に
従
業
員
に
は
近
年
、東
南
ア
ジ
ア
等

の
外
国
人
が
増
加
し
て
い
る
傾
向
に
あ
り
、実

装
農
場
に
お
い
て
も
ベ
ト
ナ
ム
人
の
技
能
実
習

生
が
従
事
し
て
い
る
。こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た

め
に
は
、シ
ス
テ
ム
が
い
く
つ
か
の
言
語
に
対

応
す
る
必
要
が
あ
り
、情
報
を
共
有
す
る
た
め

に
は
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
の
機

能
も
求
め
ら
れ
る
。

こ
の
た
め
、メ
ー
カ
ー
に
お
い
て
は
情
報
通

信
機
器
の
利
用
方
法
を
含
め
た
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
策
定
、継
続
的
な
フ
ォ
ロ
ー
体
制
の
構

築
、異
な
る
言
語
へ
の
対
応
を
含
む
定
期
的
な

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
が
必
須
と
考
え
ら
れ
る
。し
か

し
な
が
ら
、一般
的
に
こ
の
よ
う
な
支
援
シ
ス
テ

ム
の
開
発
会
社
は
都
市
部
に
あ
り
、人
員
も
多

く
な
い
。本
事
業
で
は
実
証
農
場
に
お
い
て
、Ｚ

ｏｏｍ
等
を
用
い
た
定
期
的
なPoker

塾
を
開

催
し
、シ
ス
テ
ム
利
用
の
課
題
解
決
や
利
用
拡

大
を
図
っ
た
。ま
た
、Eco-pork

で
は
ラ
イ
ン

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
に
よ
る
製
品
紹
介
や
チ
ャッ

ト
機
能
を
利
用
し
て
質
問
を
受
け
る
体
制
を

整
備
し
て
お
り
１
５
４
人
の
登
録
が
あ
る
。

さ
ら
に
、地
域
に
お
い
て
は
県
の
普
及
組

織
、Ｊ
Ａ
、飼
料
会
社
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
精
通
し
た

担
当
者
に
対
し
て
シ
ス
テ
ム
の
理
解
を
深
め
、

農
家
に
対
し
、地
域
全
体
で
継
続
し
た
支
援
が

で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
ら
れ
る（
図
５
）。

SNSを使った利用相談

Web会議で利用促進

枝肉単価
 518 円 × 枝肉重量

 72.1kg × ８頭 ＝

298,782�円
（令和3年農場実績） 
297,000�円

（DX技術年間運用費） 

図5　DX技術の導入条件
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項　目 単位 R3年度 R4年度 R5年度 算出基礎

労
働
力

総労働力 11.9� 13.4� 13.4�

　うち家族労働力 人 3.9� 3.5� 3.5�

　うち雇用労働力 8.0� 9.8� 9.8�

飼
養
頭
数

平均飼養頭数

雌 498.2� 497.3� 478.9� 雌豚延べ飼養頭数／ 365日

雄 31.2� 26.8� 26.8� 雄豚延べ飼養頭数／ 365日

肥育豚 5,440.0� 5,975.0� 5,818.0� 肥育豚出荷頭数 /（365/（飼育日数 - 離乳日齢）

繁
殖
成
績

母豚更新率 % 40.5� 40.0� 34.2� 期間内廃用頭数 /平均飼養頭数× 100

年間総分娩腹数 腹 1,146� 1,201� 1,068� 診断期間内の総分娩頭数

年間平均分娩回数 回 2.30� 2.41� 2.23� 総分娩頭数 /雌豚平均飼養頭数

1腹あたり

分娩頭数

頭

13.5� 13.0� 13.0� 期間内分娩頭数 /同分娩腹数

哺乳開始頭数 12.5� 12.3� 12.2� 期間内哺乳開始頭数 /同哺乳開始腹数

離乳頭数 11.1� 11.3� 11.1� 期間内離乳頭数 /離乳腹数

種雌豚
１頭あたり

分娩頭数 31.0� 31.4� 28.9� 期間内分娩頭数 /雌豚平均飼養頭数

哺乳開始頭数 28.7� 29.7� 27.2� 期間内哺乳開始頭数 /雌豚平均飼養頭数

離乳頭数 25.2� 27.2� 25.5� 期間内離乳頭数 /雌豚平均飼養頭数

離乳時育成率 % 88.9� 91.8� 91.3� 1 腹あたり離乳頭数 /同哺乳開始頭数× 100

離乳日齢 日 24� 24� 24� 哺乳開始から離乳までの日数

肥
育
成
績

肥育豚 1頭当り出荷時体重 kg 113� 115� 119�

肥育豚飼育日数 日 190� 190� 190� 生後～出荷までの日数

肥育日数 日 164� 164� 164� 飼育日数－離乳日数

1日平均増体量 kg 0.66� 0.65� 0.68� 肥育豚増体重 /肥育日数

販売価格 円 40,658� 43,107� 49,945�

枝肉重量 kg 72.1� 72.8� 75.8�

事故率
対離乳頭数

％
6.6� 5.6� 6.5� 事故頭数 /離乳頭数× 100

対出荷頭数 7.3� 6.5� 6.6� 肥育豚事故頭数 /出荷頭数× 100

表１　経営概要と生産技術
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表２　生産費用の推移 単位：円，％

費　目
令和 3年 令和 5年 費用構成（R5)

金　額 種雌豚 1頭あたり 金　額 種雌豚 1頭あたり

種付料 181,808 365 57,851 121

もと畜費 1,023,000 2,053 1,207,932 2,522 0.2�

購入飼料費 212,205,187 425,944 317,523,382 663,003 65.1�

労
働
費

雇用 44,848,678 90,021 50,166,036 104,749

家族 9,360,000 18,788 9,360,000 19,544

計 54,208,678 108,809 59,526,036 124,293 12.2�

診療・医薬品費 54,041,418 108,473 59,911,954 125,099 12.3�

電力・水道費 10,543,554 21,163 14,891,762 31,095 3.1�

燃料費 2,075,250 4,165 3,043,716 6,355 0.6�

減
価
償
却
費

建物・構築物 7,876,327 15,810 7,837,046 16,364

機器具・車輌 8,672,604 17,408 8,150,576 17,019

家畜 － － － －

小計 16,548,931 33,217 15,987,619 33,383 3.3�

修繕費 8,362,009 16,784 5,947,531 12,419 1.2�

小農具費 105,380 212 434,427 907 0.1�

消耗諸材料費 11,178,092 22,437 7,819,686 16,328 1.6�

賃料料金・その他 5,532,664 11,105 1,266,487 2,644 0.3�

当期生産費用合計 376,059,972 754,837 487,618,383 1,018,170 100.0�
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単位：円表３　実証農場の損益推移（種雌豚１頭あたり）

費　目　 令和３年 令和５年 摘　要

売
上
高

子豚販売収入 0� 0�

肉豚販売収入 929,459� 1,251,127�

計 929,459� 1,251,127�

原
価
生産費用 754,837� 1,018,170�

売上原価 712,698� 1,033,885�

売上総利益 236,668� 234,660�

販
売・一
般
管
理
費

販売経費 66,979� 66,775�

保険料 2,062� 3,224�

租税公課・諸負担 11,544� 7,140�

事務費・その他 9,442� 8,130�

計 90,026� 85,270�

営業利益 146,642� 149,391�

営
業
外
収
益

受取利息 1� 1�

奨励金・補填金 77,888� 56,880�

種豚処分益 0� 0�

その他 1,820� 988�

計 79,710� 57,869�

営
業
外
費
用

支払利息 56� 0�

経営安定積立金 3,337� 3,353�

その他 34,040� 0�

計 37,432� 3,353�

経常利益 188,919� 203,907�

調
査・研
究
チ
ー
ム

鹿
児
島
大
学
共
同
獣
医
学
部
准
教
授　

小
澤　
真

鹿
児
島
県
農
業
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー　

主
任
農
業
専
門
普
及
指
導
員　
西　
博
己

鹿
児
島
県
畜
産
試
験
場　
主
任
研
究
員　

中
島　
健
吾

鹿
児
島
県
曽
於
畑
地
か
ん
が
い
農
業

推
進
セ
ン
タ
ー

畜
産
振
興
係
長　
生
駒　
エ
レ
ナ

畜
産
技
師　
岩
野　
聖
史

株
式
会
社
Ｅｃｏ-

Ｐｏｒ
ｋ

獣
医
師　
片
岡　
幸

シ
ニ
ア
ア
ソ
シ
エ
イ
ト　
丸
山　
穣

鹿
児
島
県
畜
産
協
会

事
業一課
長　
内
倉　
亘

専
門
考
査
役　
梅
北　
信
二
郎
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「Porker」　株式会社 Eco-Pork

実装畜産DX技術資料



令
和
５
年
度
家
族
経
営
に
お
け
る
畜
産
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業

推
進
委
員
会
名
簿

委
　
員

宇
都
宮
大
学 

農
学
部
農
業
環
境
工
学
科 

　
生
物
資
源
循
環
工
学
研
究
室 

教
授 

池
口
　
厚
男

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

公
益
財
団
法
人 

と
か
ち
財
団 

理
事
長 

金
山
　
紀
久

元
国
立
大
学
法
人 

帯
広
畜
産
大
学 

　
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
グ
ロ
メ
デ
ィ
シ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
長 

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

元
農
研
機
構
畜
産
草
地
研
究
所 

所
長 

土
肥
　
宏
志

元
農
研
機
構
生
研
支
援
セ
ン
タ
ー 

研
究
開
発
監 

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

酪
農
学
園
大
学 
獣
医
学
群 

獣
医
学
類 

生
産
動
物
医
療
学
分
野 

　
動
物
生
殖
学
ユ
ニ
ッ
ト 
教
授 

中
田
　
健

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

元
千
葉
県
山
武
農
業
事
務
所 
主
任
上
席
普
及
指
導
員 

蕨
　
順
一

元
革
新
支
援
専
門
員
（
専
技
） 

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

東
京
理
科
大
学 

理
工
学
部
経
営
工
学
科 

教
授 

大
和
田
　
勇
人

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

東
京
理
科
大
学 

理
工
学
部
経
営
工
学
科 

技
術
者 

増
田
　
昇
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